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「連結注記表」及び「個別注記表」につきましては、法令及び当社定款第１５条に基づき、

当社ウェブサイトに掲載することにより株主の皆様に提供しております。 

 

 



（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記）

　１．連結の範囲に関する事項

　 (1)連結子会社の数 10社

　　　連結子会社の名称 合同酒精㈱、福徳長酒類㈱、オエノンプロダクトサポート㈱

秋田県醗酵工業㈱、越の華酒造㈱、㈱サニーメイズ、山信商事㈱

㈱ワコー、ゴーテック㈱、㈱オエノンアセットコーポレーション

なお、越の華酒造㈱は平成30年12月12日付で解散しております。

　 (2)非連結子会社はありません。

　２．持分法の適用に関する事項

　　  該当する会社はありません。

  ３．会計方針に関する事項

   (1)重要な資産の評価基準及び評価方法

   　①有価証券

       その他有価証券

　　　　 時価のあるもの 連結決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は主として移動平均法により算定）

　　　　 時価のないもの 移動平均法による原価法

　　 ②たな卸資産

      評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

      ア 商品、製品、半製品、

         原材料、仕掛品 総平均法による原価法

      イ 貯蔵品 移動平均法による原価法

      ウ 販売用不動産 個別法による原価法

　   ③デリバティブ 時価法

   (2)重要な減価償却資産の減価償却の方法

     ①有形固定資産 定率法

　　(リース資産除く) ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)

並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　　　　　　 ３年～50年

構築物　　　　　　　　 ３年～60年

機械装置及び運搬具　 ２年～10年

     ②無形固定資産 定額法

　　(リース資産除く) なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法によっております。

　　 ③リース資産　　　　 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却方法

については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採

用しております。

     ④長期前払費用 効果継続期間（２年～５年）内均等償却法

   (3)重要な引当金の計上基準

     ①貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しております。

     ②賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき

　 当連結会計年度に見合う額を計上しております。

     ③役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当連

結会計年度に見合う額を計上しております。

   　④災害損失引当金 北海道胆振東部地震により被災した機械装置等の原状回復費用等の支出に
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備えるため、その見積り額を計上しております。

     ⑤役員株式給付引当金 役員株式給付規程に基づく取締役への当社株式の交付に備えるため、当連

結会計年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しております。

   (4)退職給付に係る会計処理の方法

　①退職給付見込額の期間帰属の方法

　　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい

　　ては、給付算定式基準によっております。

　②数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法

　　数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(12年)による定額法に

　　より、発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

　　過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(12年)による定額

　　法により、費用処理することとしております。

　③小規模企業等における簡便法の採用

　　一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要

　　支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

   (5)重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

      外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は営業外損益として

      処理しております。

　 (6)重要なヘッジ会計の方法

     ①ヘッジ会計の方法

　 　　為替予約 振当処理によっております。なお、外貨建予定取引に係る為替予約につい

　　 ては繰延ヘッジ処理を行っております。

　 　　金利スワップ 金融商品に関する会計基準に定める特例処理によっております。

     ②ヘッジ手段とヘッジ対象

　　   ア ヘッジ手段 為替予約取引・金利スワップ取引

　　   イ ヘッジ対象 外貨建金銭債権債務・借入金利息

     ③ヘッジ方針

       当社グループは、資産・負債の総合的管理の手段として、また金融市場の為替変動リスクや金利変動

       リスクに対する手段として、デリバティブ取引を利用しております。

     ④ヘッジ有効性評価の方法

　     為替予約取引については、ヘッジ対象取引との通貨単位、取引金額及び決済期日等の同一性について、

       社内管理資料に基づき有効性評価を行っております。

       また、金利スワップ取引については、ヘッジ対象取引のリスク分析を行い、ヘッジ対象取引との想定

       元本、利息の受払条件及び契約期間等の同一性について、社内管理資料に基づき有効性評価を行って

       おります。

     ⑤その他

  　   当社グループにおけるデリバティブ取引は社内規程に従って、リスクヘッジ目的に限って行っており、

  　   経営戦略企画室が専属的にその実行及び管理を行っております。取引の実行にあたっては、当該規程

  　   に定められた目的、取引極度額の下、個々の取引について担当役員の決裁に基づいて行っております。

  　   また、日常のチェックについては経営戦略企画室内の報告及び担当役員の定期的検証により行ってお

　　   ります。さらに取引残高、損益状況等の利用実績については、定期的に取締役会に報告がなされてお

       ります。

　 (7)のれんの償却方法及び償却期間

　　  のれんは、20年間の均等償却を行っております。

　 (8)消費税等の処理方法

　　  消費税及び地方消費税は税抜処理の方法によっております。

　 (9)連結納税制度の適用

　　　連結納税制度を適用しております。

（会計上の見積りの変更）

　 　当社は、平成30年５月開催の取締役会において本社移転に関する決議をいたしました。この本社移転に伴
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　 　い利用不能となる固定資産について耐用年数を残存使用見込期間まで短縮し、将来にわたり変更しており

 　　ます。これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純

 　　利益はそれぞれ99百万円減少しております。

（連結貸借対照表に関する注記）

　１．たな卸資産の内訳

　　　商品及び製品 百万円

　　　仕掛品 百万円

　　　原材料及び貯蔵品 百万円

　２．担保資産　

　　　担保に供している資産　 有形固定資産 百万円

　　　上記に対応する債務 短期借入金 百万円

　３．有形固定資産の減価償却累計額 百万円

　４．保証債務

　　　連結子会社以外の会社等の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

従業員 百万円

  ５．債権譲渡契約に基づく債権流動化を行っております。

　　　受取手形裏書譲渡残高 百万円

　　　売掛金譲渡残高 百万円

　　　上記債権流動化に伴う買戻し義務限度額 百万円

　６．期末日満期手形の会計処理については手形交換日をもって決済処理しております。

      なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が期末残高に含まれ

 　　 ております。

　     受取手形    受取手形 百万円

　     支払手形    支払手形 百万円

    設備関係支払手形 百万円

　７．圧縮記帳

　 　 当連結会計年度において国庫補助金等の受入により圧縮記帳を行っている額は9百万円であります。

（連結損益計算書に関する注記）

　１．減損損失の主な内容

　　当社グループは当連結会計年度において、主に以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

　当社グループは、主として継続的に収支の把握を行っている管理会計上の区分（事業別）を単位としてグルー
　ピングを行っております。
　当連結会計年度において、効率的なグループ経営を実施するため、合同酒精㈱の牛久シャトーを閉鎖すること
　に伴い使用見込みがなくなった一部の資産については、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減
　損損失として計上しています。
　なお、回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込めないため零とし
　ております。
　当該金額は事業再編損失に含めて計上しております。
　なお、上記以外の減損損失については、重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　２．事業再編損失は、酒類事業の再編に伴う損失であり、主な内訳は、減損損失228百万円、人事関連費用

　　　152百万円、その他16百万円であります。

　３．災害による損失は、主に北海道胆振東部地震によるもので、その内訳は次のとおりであります。
　　　なお、災害による損失には、災害損失引当金繰入額が116百万円含まれております。

　　固定資産の原状回復費用等 百万円

9

150

減損損失(百万円)

　茨城県（牛久市） 　飲食設備等 　建物等 228  

800
長期借入金（１年以内
返済予定額を含む）

百万円

60

71

用　途場　所 種　類

3,326

1,239

49,872

4

329

2,750

6,180

5,793

187

1,179
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　　操業・営業休止期間中の固定費 百万円
　　その他 百万円

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）

　１．当連結会計年度末日における発行済株式の総数

　　　普通株式 株（うち自己株式5,155,569株）

　２．当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

　３．当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

（金融商品に関する注記）

　１．金融商品の状況に関する事項

　　　当社グループは、資金計画に基づき、必要資金は銀行等金融機関からの借入により調達しております。

　　一時的な余資は、預金等の流動性の高い金融資産に限定して運用を行っております。

　　　受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、取引先ごとの期日管理及び残高管理を定期的に行いリス

　　ク低減を図っております。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期ごとに時

　　価の把握を行っております。　　

　　　借入金の使途は運転資金(主として短期)及び設備投資資金(長期)であり、一部の長期借入金の金利変動

　　リスクに対して金利スワップ取引を実施して支払利息を固定化しております。

　　　デリバティブ取引の執行・管理については、内部管理規程に従っており、また、デリバティブ取引の利用

　　にあたっては、為替変動リスク及び金利変動リスクを回避することを目的としており、投機目的やトレーディ

 ング目的の取引は行わない方針であります。

　２．金融商品の時価等に関する事項

　　　平成30年12月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、

　　次のとおりであります。

(1)現金及び預金

(2)受取手形及び売掛金

(3)有価証券及び投資有価証券

   その他有価証券

　資産計

(1)支払手形及び買掛金

(2)電子記録債務

(3)短期借入金

(4)未払金

(5)未払酒税

(6)未払消費税等

(7)未払法人税等

(8)設備関係支払手形

(9)設備関係電子記録債務

　負債計

デリバティブ取引　※

※　デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

株式の種類 基準日
１株当たり
配当額(円)

-

時価（百万円） 差額（百万円）

-

-

-

-

効力発生日

効力発生日

228
7

基準日

65,586,196

普通株式 7平成29年12月31日

株式の種類

平成30年３月26日

決議予定

平成30年3月23日
定時株主総会

4,811

21,421

平成31年3月22日
定時株主総会

1,311

4,811

普通株式 426

1,311

-

決議
配当金の

総額(百万円)

利益剰余金

連結貸借対照表計上額（百万円）

平成31年３月25日

配当の原資
配当金の

総額(百万円)

平成30年12月31日

426

１株当たり
配当額(円)

7

1,251

1,515

1,251

18,654

21,421

1,515

776

26,010

1,797 1,797

△ 3

4,2804,280

△ 3

8,810

-

4

-776

-

-

373

8,810

292

18,654

-

3,550

4

-

26,005

292

373

-

3,554
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（注1）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資産

(1)現金及び預金、(2)受取手形及び売掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(3)有価証券及び投資有価証券

　これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。

負債

(1)支払手形及び買掛金、(2)電子記録債務、(4)未払金、(5)未払酒税、(6)未払消費税等、(7)未払法人税等、

(8)設備関係支払手形、(9)設備関係電子記録債務

  これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(3)短期借入金

　短期借入金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　また、一年以内返済予定の長期借入金が含まれており、時価は一定の期間ごとに区分した当該長期借入金の元利

　金の合計額を、同様の新規借入を行った場合において想定される利率で割引いて現在価値を算定しております。　

デリバティブ取引

　時価の算定方法は、取引先の金融機関から提示された価額等によっております。また、金利スワップの特例処

　理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理されているため、その時価は、当該長

　期借入金の時価に含めて記載しております。

（注2）非上場株式（連結貸借対照表計上額 172百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フロー

　　　 を見積ることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「(3)有価証券及び

　     投資有価証券には含めておりません。

（注3）長期預り金（連結貸借対照表計上額  3,351百万円）は、主に保証金であり、市場価格がなく、かつ

　　　 返済期限を見積ることが困難であり、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価の

　　　 表示を行っておりません。

（賃貸等不動産に関する注記）

　１．賃貸等不動産の状況に関する事項

　　　当社及び一部の連結子会社では千葉県松戸市その他の地域において賃貸等不動産を所有しております。

　２．賃貸等不動産の時価に関する事項

（注1）連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

（注2）当連結会計年度末の時価は、不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基づく金額、もしくは一定の評価

　　　 額や指標を用いて調整した金額であります。

（１株当たり情報に関する注記）

　１．１株当たり純資産額 　　　 315円65銭

　２．１株当たり当期純利益 　　　   7円77銭

（重要な後発事象に関する注記）

　該当事項はありません。

（その他の注記）

　該当事項はありません。

連結貸借対照表計上額（百万円）

1,087

時価（百万円）

3,678
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（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

　１．資産の評価基準及び評価方法

　(1)有価証券

　   ①子会社株式 移動平均法による原価法

　 　②その他有価証券

　　 　　時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は主として移動平均法により算定)

　　 　　時価のないもの 移動平均法による原価法

  (2)たな卸資産

    評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

　　貯蔵品 移動平均法による原価法

  (3)デリバティブ

　   デリバティブ 時価法

ただし、当社は当事業年度末において、デリバティブ取引としては

金利スワップ取引のみを利用しており、かつその全ての取引につい

て、金融商品に係る会計基準に定める特例処理を適用しております。

　２．固定資産の減価償却の方法     

　 (1)有形固定資産 定率法

　　　(リース資産除く) ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除

く)並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築

物は定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　　 ３年～50年

構築物　　    ５年～42年

機械装置 ４年～10年

工具器具備品　 ２年～20年

　 (2)無形固定資産 定額法

　　　(リース資産除く) なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能

期間(５年)に基づく定額法によっております。

　 (3)長期前払費用 効果継続期間（３年～５年）内均等償却法

　３．引当金の計上基準

   (1)貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

　  績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能

　  性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

   (2)役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づ

き当事業年度に見合う額を計上しております。

   (3)災害損失引当金 北海道胆振東部地震により被災した機械装置等の原状回復費用等の

支出に備えるため、その見積り額を計上しております。

   (4)役員株式給付引当金 役員株式給付規程に基づく取締役への当社株式の交付に備えるため、

当事業年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しており

ます。

　４．ヘッジ会計の方法

   (1)ヘッジ会計の方法

　　　金利スワップ 金融商品に関する会計基準に定める特例処理によっております。

   (2)ヘッジ手段とヘッジ対象

　　　ア ヘッジ手段 金利スワップ取引

　　　イ ヘッジ対象 借入金利息

   (3)ヘッジ方針

個　別　注　記　表
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　　　当社は、負債の総合的管理の手段として、また金融市場の金利変動リスクに対する手段として、

　　　デリバティブ取引を利用しております。

   (4)ヘッジ有効性評価の方法

　　　金利スワップ取引については、ヘッジ対象取引のリスク分析を行い、ヘッジ対象取引との想定元本、

　　　利息の受払条件及び契約期間等の同一性について、社内管理資料に基づき有効性評価を行っており

　　　ます。

   (5)その他

　　　当社におけるデリバティブ取引は社内規程に従って、リスクヘッジ目的に限って行っており、経営

　　　戦略企画室が専属的にその実行及び管理を行っております。取引の実行にあたっては、当該規程に

　　　定められた目的、取引極度額の下、個々の取引について担当役員の決裁に基づいて行っております。

　　　また、日常のチェックについては経営戦略企画室内の報告及び担当役員の定期的検証により行って

　　　おります。さらに、取引残高、損益状況等の利用実績については、定期的に取締役会に報告がなさ

　　　れております。

　５．消費税等の処理方法

　　  消費税及び地方消費税は税抜処理の方法によっております。

　６．連結納税制度の適用

　　　連結納税制度を適用しております。

（会計上の見積りの変更）

　 　当社は、平成30年５月開催の取締役会において本社移転に関する決議をいたしました。この本社移転

　 　に伴い利用不能となる固定資産について耐用年数を残存使用見込期間まで短縮し、将来にわたり変更

 　　しております。これにより、従来の方法に比べて、当事業年度の営業利益、経常利益及び税引前当期

 　　純利益はそれぞれ99百万円減少しております。

（貸借対照表に関する注記）

　１．担保資産　

　　　担保に供している資産　 有形固定資産 169 百万円

　　　上記に対応する債務 短期借入金 1,250 百万円

　２．有形固定資産の減価償却累計額 8,782 百万円

　３．保証債務

　　　下記関係会社等の金融機関からの借入等に対し、債務保証等を行っております。

　　　保証予約 合同酒精㈱ 837 百万円

福徳長酒類㈱ 361 百万円

ｵｴﾉﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｻﾎﾟｰﾄ㈱ 41 百万円

秋田県醗酵工業㈱ 37 百万円

従業員 4 百万円

計 1,282 百万円

　４．関係会社に対する金銭債権・債務

      短期金銭債権 509 百万円

      短期金銭債務 8,969 百万円

      長期金銭債務 3,860 百万円

（損益計算書に関する注記）

  １．関係会社との取引高

　　  売　　 　上　　 　高 2,323 百万円

      売　　上　　原　　価 10 百万円

　　  販売費及び一般管理費 18 百万円

　　  営業取引以外の取引高 154 百万円

　２．減損損失の主な内容

百万円
長期借入金（１年以内
返済予定額を含む）

400
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当社は当事業年度において、主に以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

当社は主として継続的に収支の把握を行っている管理会計上の区分（事業別）を単位としてグル

ーピングを行っております。

当事業年度において、効率的なグループ経営を実施するため、合同酒精㈱の牛久シャトーを閉鎖

することに伴い使用見込みがなくなった一部の資産については、帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額を減損損失として計上しています。

なお、回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込めな

いため零としております。

当該金額は事業再編損失に含めて計上しております。

なお、上記以外の減損損失については、重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　３．事業再編損失は酒類事業の再編に伴う損失であり、主な内訳は、減損損失228百万円、その他１

　　　百万円であります。

　４．災害による損失は、北海道胆振東部地震によるもので、その内訳は次のとおりであります。

　　　なお、災害による損失には、災害損失引当金繰入額が116百万円含まれております。

      固定資産の原状回復費用等 150 百万円

      その他 4 百万円

（株主資本等変動計算書に関する注記）

　当事業年度の末日における自己株式の数

　　普通株式 5,155,569 株

（税効果会計に関する注記）

　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因

　　(1)流動の部

（繰延税金資産）

災害損失引当金 35 百万円

未払修繕費 9 百万円

未払事業税 7 百万円

その他 2 百万円

繰延税金資産合計 56 百万円

繰延税金資産の純額 56 百万円

　　(2)固定の部

（繰延税金資産）

関係会社貸付金貸倒引当金 477 百万円

減損損失 170 百万円

事業再編損失 111 百万円

減価償却超過額 30 百万円

投資有価証券評価損 24 百万円

役員退職慰労引当金 17 百万円

ゴルフ会員権評価減 14 百万円

役員株式給付引当金 11 百万円

評価性引当額 △ 818 百万円

繰延税金資産合計 38 百万円

（繰延税金負債）

その他有価証券評価差額金 △ 159 百万円

繰延税金負債合計 △ 159 百万円

繰延税金負債の純額 △ 121 百万円

場　所 用　途 種　類 減損損失(百万円)

茨城県（牛久市） 飲食設備等 　建物等 228
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